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有
島
武
郎

と

『
復
活
』

劇

ー

『
或

る
女

』

へ
の
道

程

(
一
)

江

頭

太

助

一

有

島
の
日
記

「
観
想
録

』
第

五
巻

に
は
、

「
九
月
十
四
日

(注
、
明
治
三
十
六
年
)

月
曜

日
。
/
朝
六
時
目
覚

ム
レ
バ
身

ハ
既

二
ω
r
勺
鋤
巳

ω
冨
慧
O
b

ニ
ァ
リ
。
」

で
始

ま
る

「
シ
カ
ゴ
印

象
記
」
と

で
も

い
う

べ
き

一
連

の
記
録
が
あ

る
。

ア
メ

リ
カ
留
学

の
第

一
歩

を
印

し
た
と

い
う
感
慨
が
強
か

っ
た
た
め
か
、
他

の
日
付

け

の
あ
る
日
記
と
は
違

っ
て
、

そ
こ
に
は
六
日
分
を
ひ
と
ま
と
め

に
し
た
生

々

し
い
印
象
が
描
か
れ
て
い
て
、
興
味

深

い
。

こ
の
記
録

に
よ
れ
ば
、
有
島
と
森
本
厚
吉

(学
客

は
、

予
定

よ
り
五
時

間
近

く
も

遅
れ

て
、
同
日
の
午
後
十

一
時

ご
ろ
や

っ
と

シ
カ
ゴ
駅
頭

に
降
り
立

つ
こ

と
が
で
き
た
、
と

い
う
。
汽
車
が
そ
れ
ほ
ど
延
着
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森

広

(学
反
)
は
同
日
朝
の
有
島

の

「
電
信
」

に
よ
る
依
頼
通

り
に
二
人
を
出

迎
え

て
く
れ
た
。
森
は
有
島

や
森
本
と
同
じ
く
、
明
治
三
十
四
年
七
月

に
札
幌
農
学

(
注
1
)

校
を
卒
業
し
た
が
、

二
か
月
後

に
は

「
農
商
務
省
実
業
練

習
生
」
と
し
て
す

で

に
シ
カ
ゴ

に
来

て
い
た
か
ら
、

こ
の
駅
頭

で
の
再
会

は
実

に
二
年
ぷ
り
で
あ

っ

た
と

い
う

こ
と
に
な

る
。

こ
の

「
印
象
記
」
で
特
筆
す

べ
き

こ
と
は

「
二
」

の
二
つ
の
事
項

で
あ

る
。

そ

の
う
ち

(
A
)

の
方

は

「或

る
女
』

(大
正
八
・
五
、
完
稿
)

の
研
究

の
上

で
は

あ
ま
り
に
も
周
知

の
事
実

で
あ

る
だ
け

に
、
か
え

っ
て
モ
デ

ル

へ
の
関

心
事
以

上

に
は
顧
慮

さ
れ

て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
し
か

し
、

(A
)
を

(
B
)
と
関

連
づ
け
て
み
る
と
、

「
或
る
女
』

の
木
村
貞

一
や
古
藤
義

一
を
あ
ら
た
め

て
見

直
す

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
有
島

の
文
学
思
想

の
資
質
を
再
考
す
る

契
機
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と

い
う
観
点
か
ら
、
論
述
を
試
み
た
い
。

二

 

(
A
)

シ
カ
ゴ
に

つ
い
て
か
ら

の
二
年
間

の
生
活

の
中

で
、
森

に
と

っ
て
も

っ
と
も
深
刻
だ

っ
た

の
は
佐

々
城
信

子
と
の
経
緯

で
あ

っ
た
。
信
子
は
国
木

田

独
歩
と

の
恋
愛

・
結
婚

・
離
婚
そ
し
て
浦
子

の
出
産

(明
治
二
十
八
・
六
～
三
十
・
一
)

と

い
う
波

乱
に
み
ち
た
経
過
を
辿

っ
た
後
、
母

の
豊
寿
(基
督
教
婦
人
矯
風
会
副
会
長
)

と
弟
妹
た
ち
が
同
三
十
年

か
ら
三
十

三
年

に
か
け
て
安
達
や
札
幌
に
居
住

し
た

関
係
で
、

し
ば
し
ば
札
幌
を
尋
ね
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
有
島
や
森
が
信
子
と
知

り
合

っ
た
の
も

そ
の
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
し
て
三
十

三
年

の
秋
、
森

は
宮
部
金
吾
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(札
幌
農
学
校
教
捜
)

の
と
り

な
し

で
信
子

と

婚
約
を

と
り
交
わ
す
ま
で

に
な

っ

た
。

そ
れ
か
ら
間
も

な
く
し

て
佐

々
城

一
家
は
東
京

に
引
き
上
げ
た
が
、

翌
三

十

四
年

の
四
月
に
は
父
本
支
が
、

六
月

に
は
母
が
死
ん
だ
。
母

の
死
後
、
矢
島

揖
子

(矯
風
会
会
長
)
が
信
子

の
後
見
人
と
し

て

森
と

の
結
婚
を
と
り
決

め
た
と

い
う

こ
と
か
ら
、
信
子
は
森

の
渡
米

の
日
か
ら

二
週
間
後

の
九
月
四
日
に
鎌
倉

丸

で
横
浜
を
旅
立

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、

そ
の
船

の
事
務
長

・
武
井
勘
三
郎

と
懇

ろ
の
間
柄
と
な
り
、

ア
メ
リ
ヵ
本

土
に
上
陸
す

る
こ
と
も
な
く
、
森
を
見
棄
て

て
同
じ
船
で
帰

国
し
た
。

そ
の
事
件

の
全
貌
は
翌

三
十
五
年
十

一
月

に
鳩
山
春

子

に
よ

っ
て

「報
知
新
聞
」

に
暴
露
さ
れ
た
。

森
は

二
年

ぶ
り
に
再
会
し
た
日

の
翌
十

五
日
に
、
上

記

の
よ
う
な
経
緯

の
た

め

に

「
一
日
モ
半
駒

モ
取
リ
去
リ
難
キ
大

ナ

ル
苦
痛
」
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
た

こ

と
を
、
有
島

と
森
本

に
告
白
し
た
。
1

い
ま
さ
ら
信
子

と
結
婚
し
よ
う
と
い

う

の
で
は
な
い
が
、
信
子
と

の
婚
約

の
際

に
は
、
彼
女

の
あ
ら

ゆ
る
側
面
を
熟

知
し
た

上
で
、

「
永

ク
相
信

ス
可
キ
」

こ
と
を
約
束
し
た
。
確
か

に
今
度

の
事

件
は
疑

い
よ
う
も

な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
を
肯
定
す
る
だ

け

の
根
拠
も
な
い
し
、
世
評
を
信

じ
る
こ
と
は
な
お
辛
い
。

た
だ

こ
の
事
件

で

両
親
や
友
人

に

心
配
を

か
け
た
こ
と
が

苦
し
く
て
、
遂

に

信
子

に

「
絶
交

ノ

書
」
を
送

っ
た
が
、

「
余

ノ
素
願

ハ
、
固

ヨ
リ
彼
女

ノ
内
部

二
潜

メ

ル
才
能

ヲ

認

メ
、
願
ク

ハ
其
外
部

ノ
附
着
物

ヲ
除

カ
ン
ト

ス
ル
」

こ
と
に
あ

る
か
ら
、
今

後
は
信
子
を
少

し
で
も
苦
し
ま
せ

な
い
よ
う

に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー

と
。
有
島
は
森

の
涙

な
が
ら

の
告
白
を

「
実

二
美

シ
キ
悟
覚
」
と
受
け
と
め
、

信
子

へ
の
恋
を
全
う
し
よ
う
と
す

る
心

に
感
動
し
て
、

鳴
呼
彼
女

モ
亦
人

ノ
子

ナ
リ
。
森

ノ
祈

ル
所
行

フ
所

ガ
彼
女

ノ
堅
キ
頑
ナ
ミ

ル
皮

殻

ヲ
破

リ
テ
中
身

二
入

リ
、
彼
女
が
聖
愛

ニ
ョ
リ

テ
救

ハ
ル
ミ
ノ
時
来

ラ
ン
「

ヲ
見

ル
ハ
如
何

ニ
ョ
キ
「
ナ

ル
可
キ
ゾ
。
余

ハ
主

ノ
摂
理
願
ク

ハ
彼

ト
彼
女
ト
ノ
上

二
裕

カ

ニ
シ
テ
、
嫉

ミ

ニ
ョ
リ
破

ラ
レ
シ
凡
テ
ガ
愛

ニ
ヨ
史

テ
酬

ハ
レ
ン
「
ヲ
望

ム
ヤ
切

ナ
リ
。

と
、
森

の
た
め
に
森

の
「
素
願
」
以
上

に
積
極
的

に
信
子

の
救
済
を
願

っ
た
。

(
B
)

有

島

は

森

に

シ

カ
ゴ

市

内

の
案

内

を

乞

い
、

「
米

国

ノ
文

明

ノ
最

高

ナ

ル
発

展

ノ
方

面

」
を

十

八

日
ま

で
見

て

廻

っ
た
。

そ

の

中

で

も

と

く

に

「↓
O
一ω
δ

気
ノ

幻
①
ω
仁
「「
O
O
は
O
づ

ヲ

≦
-包
ω
O
ゴ

ト
云

フ
女

優

ω
β

「

ト

ナ
リ

テ
演

セ
シ

モ

ノ
」

の
観
劇

を

し

た

こ
と

は
、

「
嘗

テ

ヵ
①
ω
ξ

「
①
〇
二
〇
昌

ヲ
読

(庄
2
)

ミ
タ

ル
「
ア
リ

シ
ガ
故

一こ

ひ
と
し
お
感
銘
が
深
か

っ
た
。

し
か
も

そ
の
演
出

(柱
3
)

方

法
が

「
抱
月
氏
が
新

小
説
に
紹
介
し
た
る
所

と
殆
ど
間
然
す
る
所
御
座
な
く

候
」
(同
・
九
・
二
十
七
、
家
族
宛
)

と

い
う

こ
と
で

あ

っ
た

た

め

に
、

「
感
情

ノ

表
現
巧

ヲ
極

ム

ル
モ
ノ
ア
リ
」

と
い
う
感
想
も
さ
る
こ

と

な

が

ら
、
と
く

に

マ

マ

(注

4
)

「
ネ

ッ
ク
ド

ル
フ
が
憐

ム
可
キ
少
女

ヲ
牢
獄

二
訪

ヒ
(中
略
)
遂

二
己
レ
ノ
罪

ヲ

(
注
5
)

彼
女

二
謝
シ
テ
彼
女

ニ
結
婚

ヲ
申
込

ム
」
場

面

(第
三
幕
)
か
ら
、

「
既

ニ
シ
テ

此

二
同

シ
ク
女

囚

ニ
シ
テ
純
潔

ナ

ル
事

ロ
コ
oQ
o
一
ノ
如
ク
、

囚
人

二
同
情
濃

力

(1

6
)

ナ
ル

一
人
出
来
リ
」
、

「少
女
」
と
抱
き
合

っ
て

「
嘗

テ
歌

ヒ

シ
小
謡

ヲ
低

唱

シ
ツ
ミ
美

シ
キ
感
情

ノ
高

潮

二
達

シ
テ
有

耶
無

耶
ノ
郷

二
入

ル
所
」
の
場
面

(第

四
幕
第
一
場
)

に
至
る
ま
で
の
、

「
少
女
」
の
感
情

の
反
応
や
振
幅

や
推
移

に
つ

い
て

の
細
か

い
記
録
に
は
、
抱
月

の

「
紹
介
し
た
る
所
」
の
記
述

に
示
唆
さ
れ

た
点
が
あ

っ
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

そ
の
後
者

の
場
面

に
つ
い
て
、

有

島

が

「
是

レ
実

二
此
劇

ノ
最
高

ナ

ル
個
所

ナ
ル
可

シ
。
余

ハ
幾

度

力

℃
碧
ゴ
①
は
o

審
鋤
「

二
破

レ
ザ

ル
能

ハ
ザ
リ
キ
」
と
述

べ
て
い
る
部
分
も
、
抱
月
が
第

一
場

を

総
括
し

て

コ

寸

パ
セ
チ

ッ
ク
な
、
善

い
場

で
す
」

と
記

し
た
感
想
と
同
じ

で
あ
る
。
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上
記

(
A
)
と

(
B
)
を
含
む

「
シ
カ
ゴ
印
象
記
」

は
同
月
十
九
日
、
あ
る

い
は
そ
の
直
後

に

一
気

呵
成

に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
文

中

に
、

「
何
等

ノ
漫
筆
ゾ
。
余

ハ
興

ノ
動

ク
ガ
儘

二
濫
リ

ニ
此

ノ
如

キ
「
ヲ
書

キ

ヌ
」
と
か
、

「
カ
ク
テ
、
/
九
月
十
九

日
/

ノ
朝
十
時
四
十
分

ノ
汽
車

ヲ
以

テ
シ
カ
ゴ
市

ヲ
発
シ

ヌ
。」

と
い
う
書
き

ぶ
り
で
知
ら
れ
る
。
ま

た
そ
の

「
漫

筆
」
は
、

○

(
A
)
と
そ
れ
に
続
く
信
仰

の
内
省

(十
五
日
)

○
シ
カ
ゴ
大
学

、
図
書
館
、
美
術
館
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
見
学

○

(
B
)
と
そ
の
他

の
観
劇

の
感
想

(
三
晩
連
続
)

○
屠
殺
場

の
実
見

(十
八
日
)

と
い
う
順
序

で
事
項
ご
と

に
類
別

し
た
ま
と
め
方

が
さ
れ

て
い
る

の
で
、
す

べ
て

の
事
項

の
日
付
け

の
確
定

は
難
し

い
が
、
少
く
と
も

(
A
)
が

(
B
)
よ

り
も
時
間
的

に
早
か

っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
時

間
的

な
問

題
は
無
意
味

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の

「
漫
筆
」
が
後

日
に

一
つ

の
視
点
か
ら
随

想

風
に
整

理
さ
れ
た
と

推
定

さ
れ

る

根
拠
が

あ
る
か
ら

で
あ

る
。
例
え
ば
、

(
A
)
に
お
い
て
有
島

が
信
子

に
対
し

て
上

述

の
よ
う
な
願
望

を

示
し
た

こ
と
と
、

(
B
)

に
お

い
て
、

「
ネ

ッ
ク
ド
ル
フ
ノ
心
事

明
瞭

二
彼

女

ノ
心

二
映
ジ
来

リ
テ
、
其
高
情
芳
志

ヲ
身

二
泌
ム
ル
如

ク
感

ス
ル
ヤ
、

一
種

云

フ
可
カ

ラ
ザ

ル
純
潔

ノ
哀
感
胸

ヲ
衝

イ
テ
起
」

っ
て
き
た
と
い
う
と
ら
え
方

を
し

て
、
有
島
が
「
少
女
」
の
心
情

に
深
く
思

い
入

れ
を

し
た
こ
と
と

は
、
宗
教

的
志
向

性
や
想
念

に
お

い
て
は
ま

っ
た
く
同
質

の
も
の
で
あ

る
だ
け

に
、

(B
)

の
感
銘
が
そ
の
具
象
性
に
よ

っ
て

(
A
)

の
願
望
を
増
幅

さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

る

こ
と
。
あ

る
い
は
、

(
B
)

の
印
象
お
よ
び

(
B
)

に
触
発
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
ト

ル
ス
ト
イ

へ
の
連
想
-

信
仰

の
内
省

の
段
落

で
、

「智

慧
ノ
実

ハ
甘

カ

ラ
ズ
。
噛

ミ
テ
核

二
至

ル
ニ
従

ヒ
苦
味

ヲ
増

シ
テ
遂

二
毒

二
至

ラ
ン
ト

ス
。

願
ク

ハ
我

ヲ
庫

ヨ
リ
救

ヒ
出

シ
給

へ
」

(傍
点
、
引
用
者
)
と
書

き

添
え

た

こ

と

や
、
屠
殺
場

の
実
見

に
際
し
て
あ
ま

り
に
も
凄
惨
な
光

景
を
目
撃
し
て
、
思
わ

ず

「
■
9
ω
8
気

ガ
菜

食
主
義

ヲ
主
張

ス
ル
ハ
尤

ナ
リ
ト
云

フ
可

シ
」

と
感
想

を
漏
ら
し
た

こ
と
ー

な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

有

島

が

そ

れ

ま

で

に

少

な

か

ら

ず

ト

ル

ス
ト

イ

に

寄

せ

て

い
た

関

心

が

、

(
B
)

を
契

機

に

、

こ
れ

ら

の
局

面

を

記
述

す

る

筆

の

す

さ
び

に
感

応

し

て

ユ

ニ
ー
ク

な
感

想

を

引

き
出

し

て

い

る
。

つ
ま

り
、

『復

活

』

劇

の
感

銘

が

こ

の

「
印

象
記

」

の

一
っ

の
視

点
と

な

っ
た

と

い
う

わ

け

で
あ

る

。

(そ
こ
に
は
・
留
学

半
年
前
に
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
ト
ル
ス
ト
イ
の

「我
が
宗
教
」
か
ら
の
印
象
が
作
用
し
て
い
た
と
も
推

定
さ
れ
る
。
)

三

 

実

は
、
有
島
が
シ
カ
ゴ

に

着

い
た
、

そ
の
前
日
と

当

日
の

地
元
新

聞
紙
に

は
、

「
復
活
」
公
演

の
紹
介
記
事

が
大

々
的

に
報
道

さ
れ

て
い
た
。

(
1
)

九
月
十

三
日
付

の

「
〇
三
8
0Q
o
ω
仁
&

ρ
匿
■
二
9

昌
Φ
」

紙

に
は
、

「
00
】P
昌
O
ゴ
①
≦
巴
ω
ゴ
9
ω

図
9。
ε

ω
げ
p

ぎ

■
ゴ
①

刀
o
ω
ロ
「
「①
o
ぼ
○
づ
」
と

い
う

大
き
な
見
出

し
が
あ
り
、
そ
の
下

に
は
獄
中

の
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
姿
な
ど
大
写

し

の
写
真

三
葉
が
紹
介

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
そ
の
解
説
記
事

に
は
、
今
晩
か
ら

三
週
間

に
わ
た

っ
て

ζ
o
≦
o
ズ
o
「、ω
劇
場

で
上
演
さ
れ
る

こ
の

演
劇
は
、

バ

タ
イ

ユ
・
モ
ー
ト

ン
の
脚
本

(注
3
)
に
よ
る
も

の
で
、

ト

ル
ス
ト
イ

の
原
作
を

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
物

語
だ
け
に
圧
縮
し
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
今
年

の
二
月
中

旬

か
ら

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と

ロ
ン
ド

ン
で
同
時

に
上

演
さ
れ

て
か
な
り
の
評
判
を

得

た
が
、

こ
の
度

の
B

・
ウ

ォ
ル
シ

ュ
と
そ

の
劇
団

に
よ
る
公
演
は

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で

の
舞
台
そ
の
ま
ま

の
再

演
で
あ

る
こ
と
。

ウ
ォ

ル
シ

ュ
の
カ
チ

ュ
ー
シ

一13一



ヤ
役

は
久

々

の
当

り

役

で
あ

る

こ
と

。

な

ど

に

つ

い
て
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

(
2
)

翌

†
四

日
付

の

「
〇
三
8

σQ
o

U
9
ξ

■
ユ
σ
d
コ
o
」

紙

に
は
、

「
劇

場

ニ

ュ
ー

ス
」

号

と

し

て
ま

ず

「

「
復

活

』

の
シ

ー

ン
」

に

(
1
)
と

同

じ

く

獄
中

の

カ

チ

ュ
ー

シ

ャ

の
写
真

を

掲

げ

、

そ

の
下

に
枠

組

の
欄

を

設

け

て
、

幻
国
ω
d
幻
力
国
O
■
一〇
Z
●

>

U
「ρ
ヨ
9
は
N
ρ
二
〇
コ

一ロ

喝
O
¢
「

>
9
ω

"
コ
α

勺
「o
δ
αq
d
ρ

ζ
&

o

h
「o
ヨ

■
o
】ω
δ

一.ω

Z
o
<
①
一

σ
鷺

=
国
Z
幻
閃

Gロ
〉
■
〉
一ピ
ピ
国

P
コ
α

竃

一〇
=
〉
国
ピ

ζ

○
カ
■
O
Z
・

唱
「
①
ω
①
コ
一〇
α

①
け

ζ
o
≦

o
『
9

.ω

■
ゴ
8

8
「
.

〇
三
〇
"
σQ
P

σ
曳

ゆ
一鋤
コ
o
ゴ
o

類

2
ω
プ

9
昌
ユ

=
9

0
○
∋
ロ
僧
コ
ざ

ω
o
箕

σ
　
ω」

O
O
P

と

い
う

見
出

し

と

配

役

が
紹

介

さ

れ

て

い
る

。

そ

れ

に
続

い

て
長

文

の
解
説

記

事

が
あ

る

。

(注
8
)

、、■
げ
o
団

≦
o
づ
.け
一2

9。
≦
o
ヨ
9。
口
o
h
ヨ
《

ズ
ヨ
畠

o
ゴ
①
コ
oQ
巴
..

と

い
う
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の

「
叫
び
声
」

の
中

に

『復
活
』

の
悲
劇

の
主

調
音

が
あ

る
と

い
う
書

き
出

し
で
始
ま
り
、

(
-
)

の
記
事
と
共
通
す
る
内
容

に
加

え
て
、

古
く

て
新
し

い
テ
ー

マ

・
女
性

に
対
す
る
男
性

の
残
忍
な
行
為
、
初
日

の
劇
場

の
模
様
、
感
情

の
振
幅

の
激
し

い

マ
ー
ス
ロ
ワ
に
扮
し
た

ウ
ォ
ル
シ

ュ

の
悲
劇

の
も
り
上

げ
方
、
第

三
幕

の
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
と
の
出
会

い
に
よ
る
数

多
く

の
す
ば
ら
し
い
見

せ
場
、
第
う四
幕
第

一
場

の
ウ

ォ
ル
シ

ュ
の
み
ご
と
な
演

技
、

ネ
フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
役
の
フ
ォ
ン

・
ミ

ッ
ッ

ェ
ル
や
そ
の
他

の
俳
優

の
演
技

な
ど
に

つ
い
て
、
細
か

い
解
説
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。

こ
と

に
第
三
幕

の
見

せ

場

で
高
揚

さ
れ

て
き
た
悲
劇

が
、
第

四
幕
第

一
場
で

「
マ
ー

ス
ロ
ワ
の
絶
望
的

な
悲

哀
」
を
演
ず
る
ウ

ォ
ル
シ

ュ
の
表
現
力

に
お
い
て
、

「
芸
術
的

に
少

し
の

(注
9
)

過
度
も
不
自
然
さ
も
な
く
」
成
就
さ
れ
た
と

い
う
趣
旨

の
評
言
は
、
傾
聴

に
価

い
す
る
も

の
で
あ
り
、
冒
頭
に

「
叫
び
声
」
(前
掲
)

を
引
き
出
し
た
要
因
も

こ

こ
に
あ

っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ

ろ
う
。

有
島

が
こ
の
記
事
を
読
ん
だ

か
ど
う
か
は
分

ら
な
い
が
、

こ
の
記
事

と
対

照

す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
有
島

の
鑑

賞
法

の
特
徴
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
有
島
が
注
目
し
た
場
面
も
第

三
幕
と
第
う四
幕
第

一
場
で
あ
り
、

そ
の

特
徴
を
も

っ
と
も
よ
く
表

わ
し

て

い

る

の

は
、

ネ
フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の

「
高
情

芳

志
」

(前
掲
)

に
深
く

感
応
し

て
、

「
フ
ト
傍

二
飾

レ

ル
十
字
架

ニ

眼
ヲ
注

キ
、
何
事

ヲ
カ
思

ヒ
起

シ
タ

ル
如

ク
思

ヒ
起
サ

、・
ル
ガ
如

ク
暫

ク
見
入

リ
テ
ア

リ

シ
ガ
、
忽

チ
夢
幻

ノ
境

ヨ
リ
現
実

ノ
世

二
帰
」

っ
た
時
を
境
と
し
て
、

そ
の

前

と
後

で
は
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
感
情

に
大
き
な
変
化

が
あ

っ
た
と

い
う
と
ら
え

方

で
あ
る
。

(前

)

ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
に
結
婚
を
申
し
込
ま
れ
て
か
ら

の
カ
チ

ュ
ー
シ

ャ

は
、
無
関
心
状
態
か
ら

「
本
我
」

に
引
き
戻
さ
れ
て
大
変

な
衝
撃
を
受

け
る
と

と
も
に
激
し
く

「
幽
患
」

に

燃
え
、

ま
た

「
苦

ノ
純
潔
」
を

思

い
出

し
て
は

「
云
ヒ
様

ナ
キ
悲
哀

ノ
思
」
が
胸

に
浮

ん
で

「
大
泣

セ
ン
ト
」
し
た
か
と
思
う

や
否
や
、
共
臼
に
戻
れ
ぬ
運
命
を

感
じ

て

「
満
面
畏

ル
可
キ
冷
笑

二
変

シ
、
乾
笑

二
変

シ
」

て
如
何
と
も
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、

「
泣
ク
ト

モ
叫
ブ

ト
モ
判

ジ
能

ハ
ザ

ル

一
種

ノ
笑
声

ヲ
漏

シ
来

ル
所
何
等

ノ
愴
惨
、

一
日
人

ヲ
シ
テ
心

ヲ
痛

マ

シ
ム
。
」
と
い
う
様
子

で
あ

っ
た
。

(
後
)

「
ネ

ッ
ク
ド

ル
フ
ノ
真
情

ヲ
如
何

ナ

ル
方
法

モ
テ
受
入

ル
可
キ
、
此

身

ハ
既

二
汚

レ
テ
彼

ノ
伴
侶

タ
リ
得
可
ク
モ
ア
ラ
ズ
、

サ
リ
ト
テ
彼

ノ
愛
意

ハ

今
「
我

ヲ
慰

メ
励

マ
ス
唯

一
ト
ナ
リ

シ
ヲ
果

ナ
ク
切
リ
捨

ッ
ル
ニ
モ
忍

ピ
ザ

ル
惨

憺

タ

ル
苦
慮

二
入

」

っ
て
、

ひ
ど
く

「
燥
狂
周
章
」

に
陥

っ
て
い
る

様
子
は

「
洵

二
真

二
入

レ
リ
」

と
思
わ
れ
た
。
(以
上
、
第
三
幕
)
そ
こ
に
、
純
潔

で
同
情

心

の
深

い
女
囚

セ
オ
ド
シ
ア
が
登
場

し
て
、
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
と
お
互

い
に

「其

悲
痛

ノ
所

以
」
や

「
己
レ
ノ
苦

シ
カ
リ
シ
経
験
」
を
語
り
合

い
慰
め
合

っ
て
、

「
暗
憺

タ
ル
牢
獄

ノ
中

二
此

二
人
友

情
ノ
温

サ

ニ
泣
キ

テ
握
手

シ
テ
相

碕
リ
タ

一14一



ル
儘
」

に

「
小
謡
」
を
歌

っ
て

「
美

シ
キ
感
情

ノ
高
潮
」
(前
掲
)

に
達
し
た
場

面
に
感
動
し
た
。
(以
上
第
四
奮

二
場
)

抱
月

の
観
劇
記

(注
3
)
に
従
え
ば
、
第

三
幕

の
中
間
部

に
お
け
る
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
、

「
激
烈

に
表
情
を

四
変
す
る
大

舞
台
」

の
と
ら
え
方

は
、

(
2
)

の

解
説
記
事

や
有
島

の
感
想

(前
)

の
部
分

と
ほ
ぼ

同
じ

で
あ
る
が
、

そ
の
ラ
ス

ト

・
シ
ー

ン
に
あ
る
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の
長

い
懐
悔

の
セ
リ

フ
に
対
し

て
、
カ

チ

ュ
ー

シ
ャ
が
無
言

の
中

に
反
応
を
示
し
な
が
ら
、

つ
い
に

「
心
機

が

一
転
す

る
」

も

っ
と
も
劇
的
な
所
作

の
見
せ
場

に
は
、
観
劇
す

る
人

そ
の
人

な
り
の
感

情
移
入
が
許
さ
れ

る
と

い
う

べ
き
か
、

こ
の
点
で
は
抱
月

は
、

(膨
本
の
失
敗
か
ら
)
全
場
の
情
味
散
漫
と
な
り
、

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
芸
の
み
ヴ

ヰ
ヴ

ヰ

ッ
ド
に
、
絵

の
如

く
目
先

に
残

っ
て
、
引
き
締
ま

る
べ
き
本

筋
の
味

が
薄
ら
ぎ
ま
し
た
。
蓋
し
筋
か
ら
い

へ
ば
、
心
霊
覚
醒

の
変
化
が
、

こ
の
場

の
焼
点
で
す
か
ら
。

と
か
な
り
客
観
的

な
批
評
を
下
し
て
い
る
が
、
上

述
の
有
島

の
見
方

で
は
始

め

か
ら
カ

チ

ュ
ー

シ
ャ
へ
の

思

い
入

れ
が

深
か

っ
た

の
で
、

か
え

っ
て

そ

こ
に

「
真
」
を
感
得
し
た
と

い
う

の
は
、
興
味
深

い
。
す
な
わ
ち
、
有
島

は
、

「
叫

び
声
」
勧
褐
)

に
こ
め
ら
れ
た
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
心
情
を

「
此
身

ハ
既

二
汚

レ

テ
伴

侶
タ
リ
得
可
ク

モ
ア
ラ
ズ
」
と
い
う
言
葉

で
受

け
止
め
、
汚
れ
た
身
を
汚

れ

た
ま
ま

で
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
人
間

に
対

し
て
抱
い
た
カ
チ

ュ
ー
シ

ャ
の

不
信
感
を
、
最
後
ま

で
払
拭
し
き
れ
な
か

っ
た
た
だ

一
点

の
心

の
磐

り
と
し
て

ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の

「
高
情
芳
志
」
に
反
射

さ
せ
る

こ
と
に
よ

っ
て
逆

に
自

己

の
内

に
倫
理
化

し
、

そ
の
深
さ

に
比
例

し
て
い

っ
そ
う
強
く
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ

を

「
復
活
」

へ
の

「唯

一
ノ
綱
」
と
頼

む
気
持
を
起
さ
せ
た
と

い
う
と
ら
え
方

を
し
た
。

そ
こ
に
は
、

そ
の
両
面
の
振
幅
か
ら
生

れ
た

「
燥
狂
周
章

」

の
姿
を

含

め
て
、
有
島

の
キ
リ

ス
ト
教
信
仰

の
体
験
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

有
島

は
、
客
観
的

に
は
疑
問

が
残

っ
て
し
ま
う
罪
の
問
題
も
主

観
的

に
は
認

め
ざ

る
を
得
ず
、

「此
全
然
相
逆
行

セ
ル
二
個

ノ
大
事
実

ヲ
如
何

ニ
シ
テ
調
和

ス
ベ
キ
ヤ
」
と

い
う

「第

一
最
大

ノ
苦

痛
」

に
陥

っ
て
い
た

(同
・
九
二

)
た

(
注
粕
)

め
に
、
復
活

に
つ
い
て
の
議
論
さ
え
、

「
余

ニ
ハ
関
リ

ナ
シ
」

(同
上
)
と
言

い

切

っ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
復
活
を
第
二
義
的

に
考
え

て
い
た
(同
・
七
・
二
十
二
)

証
拠
で
あ
る
。
逆

に
言
え
ば
、
復
活
信
仰
を
前
提

に
し
な

い
贈
罪
の
行
為
は
不

可
能

で
あ
る
か
ら
、
「
第

一
最
大

ノ
苦
痛
」
も
、

「信
仰

ト
実
行
ト

ニ
進
達

シ
能

ハ
ザ

ル
」
と

い
う

「
煩
悶
」

(同
.
九
・
十
四
)
も
克

服
で
き
る
は
ず

は
な
く
、

つ

い
に

「
願
ク

ハ
我

ヲ
牢

ヨ
リ
救

ヒ
出

シ
給

へ
」

(同
上
)
と
眩
き
た
く
な

る
の
も

当
然
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
有
島

は
そ
の
反
面
で
十
字
架

へ
の

「感
謝
」
(同
上
)

を
忘
失

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
す

で
に
贈
罪

の
証
し

に
よ
る

も

の
で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
新
し

い
局
面
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

も
事
実

で
あ

る
。

(
日
11
)

余

ハ
今

日
語

ル
ニ
約
翰
伝
第
八
章

ナ
ル
好
淫

ニ
テ
捕

ヘ
ラ
レ
シ
婦
人

ノ
事

ヲ

以

テ
シ
、

要
之
基
督

ノ

根
本
的
思
想

ハ

ピ
o
<
①

ニ
ア
リ
、
(中
略
)

基
督
ガ

ナ
シ
給
ヒ
シ
生
涯

ノ

一
片
ヲ
取

リ
テ
考

フ
ル
ニ
若

シ
愛

ヲ
除
カ
バ
残

ル
所
何

物
ゾ
ヤ
、
(中
略
)

人

ヲ
鞭

ッ
カ
、人

ヲ
責

ム
ル
カ
、悉

ク
愛

ヨ
リ
出

テ
ミ
効
果

1

甫

メ
テ
見

ル
可
キ

ノ
ミ
ト
云

フ
カ
如
キ
意
味

モ
テ
語
リ
ヌ
。

と

い
う
記
述
を
勘
案
す
れ
ば
、

「
感
謝
」

は

「
愛
」

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
よ
う
に
十
字
架
を

「
愛
」

に
お
い
て
と
ら
え
る

視
点
は
、

P

・
サ
バ
テ
ィ
ェ
の

「
ア
シ
ジ

の
聖

フ
ラ

ン
チ

ェ
ス
コ
』
に
触
れ

て

(注

12
)

(同
.
噌
.
四
～
十
)

か
ら
後

の
こ
と

の
よ
う

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
罪
の
問
題

に
低

迷
す
る
ば
か
り
の
信
仰
を
打

開
す

る
に
は
、

「
人
ヲ
鞭

ッ
カ
、
人
ヲ
責

ム

ル
カ
」

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
「苦
痛

」
や

「
煩
悶
」
を
捨
象
し

て
自
我
を
倫

理
化
し
、

そ
こ
に

「愛

」
を
成
就
す
る
以
外
に
道

は
な
か

っ
た
。

こ
う
し
て
有
馬

の
信
仰

一15一



(注

13
)

は
倫
理
化
さ
れ
、

そ
の
度
合
に
従

っ
て
自
我

の
純
化
と
充
足
を
助
長

さ
せ
る
結

果
と
な

っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
信
仰

の
倫

理
化
は
信
仰
崩
壊
の
要

因
で
あ

る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
信
仰
に
お
い
て

成
就
し
え
な
か

っ
た

宗

教

的

想

念

の
世
界

を
、
自
我

の
延
長
軸
に
見
定

め
よ
う

と
す
る
思

い
を
ま
す
ま
す
募

ら
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
考
え
て
く

る
と
、

(
2
)

の
記
事

に
あ
る

『復
活
』
劇

の
悲
劇

の
主
調
音
を
も
含

め
て
、
有
島

の
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
に
対
す
る
思
い
入
れ

に
は
、

キ

リ
ス
ト
教

信
仰

に
関
わ

る
苦
悩
や
倫
理
感

や
想
念
な
ど
が
強
く
反
映
し

て
い

た

こ
と
が
分

る
。

し
か
も
、
有
島
が
第

四
幕
第

二
場

に
お
け
る
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

(注
14
)

フ
の

「
復
活
」

に
は
何

の
感
想
も
示
さ
ず

に
、

カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
そ
れ

に
の
み

関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と

は
、
そ
れ
が
明
ら
か

に
佐

々
城
信
子

に
対
す
る
願
望

と

の
相
関
関
係

に
よ
る
も

の
で
あ
る

こ
と
を
立

証
し

て
い
る
。
要
す

る
に
、
有

島

に
と

っ
て

「
復
活
」

と
は
、

ト

ル
ス
ト
イ
が
原
作

で
意
図
し
た
よ
う
な
キ
リ

ス
ト
教
的
性
格

の
も

の
で
も
、
脚
色
者
が
復
活
祭

に
情
緒
化
し
た

セ
ン
チ
メ

ン

タ

ル
な
も

の
で
も
な
く
、

宗
教
的
志
向
性

に
お

い
て
感
得

さ
れ
た
想
念
で
あ

っ

た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
有
島

が
新
聞
記
事
を
読
ん
だ

に
し

ろ
読
ま
な

い
に
し
ろ
、

そ
の
関
心

の
的

に
な

っ
て

い
る
の
と
ま

っ
た
く
同
じ
場

面

に
注
目
し
て
い
る
こ
と

は
、
有
島
独
自

の
感
性
と
思
念
と

の
構
造

に
も
十
分

(
注
15
)

に
後
述

の

「
素
朴
な
読
者

」
の
立
場
と
共
感
し
得
る
資
質
が
あ

っ
た

こ
と
を
暗

示
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

四

バ
タ
イ

ユ

・
モ
ー
ト
ン
の
脚
色

に
よ
る

「
復
活
」
劇
全
体

の
構
造

は
、
先

の

抱
月

の
観
劇

記

に
よ

っ
て
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
抱
月
が

芸
術
座
第

三
回
公
演

の
た
め
に
そ
れ
を
再

脚
色
し
た
脚
本

(大
正
三
・
三
、
新
潮
社
)

と
比
較

す
る
と
、
そ

こ
に
は
次

の
よ
う
な
改
変
が
意
図
的

に
施

さ
れ

て
い
る

こ

と
が
分

る

(
「↓
」
印
は
、
同
じ
獅
台
設
定
で
あ
る
こ
と
を
示
す
)

バ
タ

イ

ユ

・
モ

ー
ト

ン

の
脚

色

(
抱
月

に

よ
る

)

第

一
幕

田
舎

の
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ

の
邸

宅

(居
間
)
1

復
活
祭
の
夜
i

第
二
幕
第

一場

裁
判
所
公
判
廷
裏
に
あ
る
会
議
場

第

二
場

コ
ル
チ
ャ
ー
ギ

ン
公
爵
家

の
客
間

第

三
幕
牢
獄

第

四
幕
第

一
場

監
獄
付
属

の
病
院

第

二
場

シ
ベ
リ
ア
の
荒
村

=
流

罪
人
到
着

抱
刀
の
脚
色

第

一
幕

第

一
場

モ

ス
ク

ワ
の
ネ

フ
リ

ュ
ー

ド

ブ

の

邸
宅

(寝
室
)
1

独
白
1

↓
第
二
場

(
同
上
)

第
三
場

(
注
16
)

第

一
場
と
同

じ
ー

ミ
シ
ー

の
手

紙
を
読
む
ー

第
二
幕

(同
上
)
ー

ミ

シ
ー
が
裁
判
所

ヘ
ネ

フ
リ

ュ
ー

ド

ブ
を
,好
ね

る
ー
ー

・

〈

削

除

〉

↓
第

三
幕

(
同
上
)

↓
第

四
幕

(
同
上
)

↓
第

五
幕

(
同
上
)
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抱
月
は
再

脚
色

の
仕
事

の
意
義

に
つ
い
て
、

原
作
者

が
与

へ
た
或

る
程
度
ま
で

の
輪
郭

を
守

つ
て
、
其

の
中
を
脚
色
者

の

創
作
意
識
で
埋

め
て
行
く

こ
と
が
出
来
れ
ば
、

一
種

の
共

同
芸
術

に
な

っ
て

其
所

に
存
立

の
意
義

が
あ

る
と
信
じ
る
。
(
「
「復
活
」
の
脚
色
」
同
三
・
四
)

と
強
調
し
な
が
ら
も
、

そ
の
反
面

で
は
自

ら

「
原
作
者

の
与

へ
た
或

る
程
度

ま

で
の
輪
郭
」
を
さ
ら
に
量
す
よ
う
な
改
変
を
加

え
た
た
め

に
、

「
一
種
の
共
ハ

同
芸
術
」
も
ま

っ
た
く
無
意
味

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
抱
月
は
そ
の
改
変

に
つ

い
て
次

の
五
点
を
挙
げ

た
。

原
作

の
中
で
、
兎
も
角
作
者
が
描
か
う
と

し
た
①
男
主
人
公

の
良
心
の
煩

悶

か
ら
、
新
生
涯

の
復
活

に
至
る
ま

で
の
精
神
的
過
程
は
、
到
底
五
幕

の
芝

居

の
中

に
は
出
な

い
。
心
機

一
転
前

の
人
と
、

一
転
後

の
人
と
が
出
る
位
の
程

度

に
止
ま
る
。
又
、
原
作

で
面
白

い
場
面
、
た
と
え
ば
②

ト
ル
ス
ト
イ

の
得

意

の
田
舎

の
農
民
生
活

の
描
写
、
又

は
③
西
伯
利
亜

へ
罪
囚
が
送
ら
れ
る
其

の
道

や
、
送
ら
れ
た
宿
場

の
様
子
、
其

の
他
、
ト

ル
ス
ト
イ
自
ら

の
④

監
獄

(
注
17
〉

制
度
、
裁
判
制
度
な
ど
に
対

す

る

批

評
、
⑤
社
会
主
義
的
な
人
生

観
な
ど

は
、
色

々
の
意
味
か
ら
此
劇

の
中

へ
取
り
入
れ
る
こ
と

が
出
来
な
か

っ
た
。

(同
上
リ
数
字
、
引
用
者
)

つ
ま

り
、
も

っ
と
も
ト

ル
ス
ト
イ
的
な
課
題
と
さ
れ

る
事
項
が
、
脚
色

の
際

に

「
色

々
の
意
味
」

で
削
除
を
余
儀

な
く
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
と
く

に
②
と
③

の
削
除

は
舞
台
設
定

の
制
約
上
已
む
を
得
な
い
と
し

て
も
、
④
と
⑤

の
削
除

は

①

と
と

も
に
原
作
を
根
本
的

に
換
骨
奪
胎
す
る
結

果
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

小

(注
18
)

山
内

薫
が
こ
の

「
復
活

」
劇
を
厳
し
く
批
難
し
た
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
る
。

少

く
と
も
、

バ
タ
イ

ユ
・
モ
ー
ト

ン
の
脚
本

の
第
二
幕
第

二
場

で
は
そ
れ
が
最

少

限
度

に
お

い
て
組
み

こ
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
、

抱
月

は
観
劇
記
に
記

し
て
い

る
。
と

こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
十

一
年
後

の
脚
本

で
は
、
上
述

の
比

較
対

照
で
分

る
よ
う
に
、

そ
の
場
面

そ
の
も

の
が

す

っ
か
り

削
除
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
と

コ
ル
チ
ャ
ー
ギ

ン
家

と
の
関
係
を
ミ
シ
ー
だ
け

に
限
定

し
た
上

で
、

ミ
シ
ー

の
登
場
を
他

の
場
面

に
設
定
し
直
せ
ば
、
第

二
幕

第

二
場

は
不
必
要
と
な

り
、
従

っ
て
④
と
⑤
を
表
明
す
る
場
も
な
く
な
る
と

い

う
よ
う
に
、
④

と
⑤
を
削
除
す
る
た
め
に
の
み
、
抱
月
は
わ
ざ
わ
ざ
手

の
こ
ん

だ
意
図
的

な
改
変
を
し
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、

バ
タ

イ

ユ

・
モ
ー
ト
ン
の
脚
本

で
は
第

四
幕
が

二
つ
の
場

と
し

て
設
定

さ
れ
て
い
る

の
を
、
抱
月
は
二

つ
の
幕

に
分

断
し
て
い
る
。
た
と
え
両
者

の
舞
台
設
定

が
同

じ
で
あ

っ
た
と
し

て
も
、

こ
の
改
変
も
上
述

の
事
柄
と
深

く
関

わ

っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
前
者

で
は
、

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
と
ネ

フ
リ

昌
ー
ド
ブ
の
そ

れ
ぞ
れ

の
復
活

が
対
等

に
、
し
か
も
切
り
離
せ
な

い
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
た
か
ら

で
あ
り
、
後
者

で
は
、
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
は
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
復
活

の
補
佐
役
に
す
ぎ
ず
、
あ
と
は
シ
モ
ン
ソ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ

に
代

っ
て
強
調
す

る
と

い
う
設
定

に
よ

る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
④
と
⑤

の
削
除
は
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
像
を
ま
す
ま
す
影

の
薄

い

も

の
に
し
て
し
ま

い
、
そ

の
分

だ
け
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
像
を
大
衆
迎
合
的

に
浮
き

立
た
せ
る
役
割
を
果
し
た

の
で
あ
る
。
有
島
も
、
大
正
三
年
九
月

に
行
な
わ
れ

(注
19
)

た
芸
術
座

の
北
海
道
公
演

の
際

に
観
劇

し
た
こ
と

が
、
有

島
生
馬
夫
妻
宛

の
書

簡

(同
・
九
・
二
十
七
)
に
見
え
る
が
、

そ
こ
に
は
、
松
井
須
磨

子
の
評
価
と

シ
カ

ゴ
で

の
始

め
て
の
観
劇

の
思
い
出

が
簡
単

に
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

五

上
述

の
よ
う
に
、

バ
タ
イ

ユ
か
ら
抱
月

へ
の
道
筋
を
辿

っ
て
き

て
、
第
二
幕

第

二
場

の
削
除
と
最
終
幕

の
解
釈

の
柑
違

に
よ

っ
て
、

ネ
フ
リ

ユ
ー
ド

ブ
の
稀
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薄
化
現
像
が
決
定
的
と
な

っ
た

こ
と
が
明
ら
か
な

っ
た
時
、
わ
た
し
は
今

一
度

振
り
返

っ
て
、
有
島

の
観
劇

の
視
点

の
中

で
、
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
が
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
に
対

し
て
単

な
る

「高

情
芳
志
」

の
人
以
外

の
人
間
像

に
は
映

っ
て
い
な

い
こ
と
を
、

改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら

一
つ
の
示

唆
を
得
た
。

つ
ま
り
、
有
島
が
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の
全
体
像

に

つ
い
て
何

一
つ

感
想
を
書

か
な
か

っ
た

の
は
、
す

で
に
原
作
を
読
ん
で
そ
の
位
相
を
十
分

に
納

得
し
て
い
た
か
ら

で
は
な
く
、
ま

た
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
へ
の
思
い
入
れ
が
強
調
さ

れ

て
い
た
か

ら
で
も
な

い
。

抱
月

が
バ
タ
イ
ユ

・
モ
ー
ト

ン
の
脚
本
か
ら
改
変

を
し
た
理
由
と
し
て
、

「
色

々
の
意
味
」

(前
掲
)

に
よ
る
事

情
の
他

に
、
観
劇

記

で
い
う
よ
う
に

「
梢

々
改
革
家

の
口
真
似
あ
り
て
、
深

い
感
銘
を
与

へ
な
か

っ
た
や
う
で
す
」
と

い
う
見
方

も
考
え
ら
れ

る
と
す
れ
ば
、

そ
れ

に
近

い
認
識

が
有
島

に
も
働
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
有
島

は
ネ

フ
リ

ュ

ー
ド
ブ
の

「
改
革
家
」
と
し

て
の
側
面
を
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
文

学

の
中

に

組
み

こ
む

こ
と

自
体

に
、
脚
本

の

欠
陥
と

ば
か
り
は
い
え
な

い
、

「
感
銘
」
を
阻
害
す
る
要
素
が
あ
る

こ
と
を
、
す

で
に
見
抜

い
て
い
た
よ
う

に

思
わ
れ
る
。

有
島
が
札
幌
農
学

校
に
入
学
し

て
(明
治
二
十
九
・
九
)か
ら

ア
メ
リ
カ
に
留
学
す

る
ま

で
の
七
年

間
は
、
精
神
形
成
史
上
も

っ
と
も
重
要
な
時
期

で
あ

る
が
、
父

・

武

が

一
代

で
築
き
上

げ
た
有
産
階
級

の
長
男
と
い
う
存
在
は
重
く
、
対
他
的

に

も
大
き
な
葛

藤
を
惹
き
起

し
た
。
と
く
に
次

の
事
柄

は
キ
リ

ス
ト
教
信
仰

の
苦

悶
と
相
挨

っ
て
、

そ
の
生
涯
を
支
配
す
る
ほ
ど

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

o

新
渡
戸
稲
造

(札
幌
農
学
校
教
授
)
か
ら

「
ク

ロ
ポ

ト
キ

ン
の

「相
互
扶
助
」

(注

20
)

論
の
思
想
を
摂
取
」
し
、
ま
た
明
治

三
十

一
年

か
ら
は
遠
友
夜
学

校
(新
渡
戸

が
貧
民
の
子
弟
教
育
の
た
め
開
設
し
た
)と
関
係
を
も

っ
た
こ
と
。

○

明
治

三
十

四
年
十

二
月
か
ら

一
年
志
願
兵

の
体

験
を
し
た
軍
隊
生
活

の
中

で
、
国
家
批
判

の
思
想
を
強
固

に
し
た

こ
と
。

o

明
治
三
十
六
年

二
月
六
日
、
社
会
主
義
演
説
会
を
聞
き

に
行

っ
て
、
木
下

尚
江

の
演
説
に

「
人
格

ノ
美
シ
サ
」
を
感
じ
、

そ
の
激
烈
な
教

育
勅

語
批
判

に
関
心
を
抱
い
た

こ
と

。

○

同
年

六
月

二
十
五
日
、
農
場

の

小
作
者
と
開
墾
地
を
巡
視
し

て
、

「
小
作

者
ト

ハ
実

二
憐

ム
可
キ
階
級
ナ
リ
」
と

い
う
感
を
深
く
し
た

こ
と
。

○

「
ア
シ
ジ
の
聖

フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ
』

箭
掲
)

に
よ
る
感
銘
か
ら
家

に
対
す

る
批
判
が
萌
し
始
め

て
い
た

こ
と
N
同
・
七
・
二
十
二
)
。

(注
烈
)

有
島
が
実
際
に
経
験
し
た

こ
の
よ
う
な
思
想
傾
向

の
胎
生
過
程
か
ら
見

て
、

「
改
革
者
」
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
を
拒
否
す

る
理
由
は
あ
り
え
な
い
。

そ
れ
ど

こ

ろ
か
、
臆
説
す
れ
ば
、
有
島

が
ト

ル
ス
ト
イ

の

「
信
仰

ト
行
為

ノ

或

点

以

上

二
同
情

ヲ
寄

ス
ル
「
」
も

で
き
ず

(同
上
)
、
あ

る
い
は
観
劇
し
な
が
ら
演
劇
と

し
て
は
第

二
幕
第

二
場
が
総
体
的

に
見

て
、

「
深

い
感
銘
」
も
与
え
な
か

っ
た

(前
掲
)

と
し

て
も
、

「
現
文
明

に
対

す
厭
悪
の
念
を
刺
戟
し
て
、
社
会
主
義

に

な
り
行
く
と

い
ふ
所

」

(抱
月
に
よ
る
)

を
示
し
て
い
る

④
や
⑤

に

つ
い
て
告
発

せ
ず

に
は
お
れ
な
か

っ
た
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
に
対

し
て
、
演
劇

と
い
う
ジ

ャ
ン

ル
を
越

え
た
次
元

で
は
、
有
島

は
共
ハ感
す
る
要

素
を
十
分

に
持

っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
晩
年

の
有
島
を
、

そ
の
意
図

の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、
財
産

放
棄
や
農
場
解
放
と

い
う
未

曽
有

の
大
事
業

に
馳

り
立

て
た
者

が
あ

る
と
す
れ

ば
、
有
島

の
胸
中

に
生
き

つ
い
て
い
る
様
々
な
人
間
像
と
重
な
り
合

っ
て
、
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
想
定

す
る
の
も
不
可
能
で
は
な
い
。

で
は
、

「
改
革
家

」
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
を

こ
の
演
劇

の
中

に
組
み
こ
む

こ
と

か
ら
起

る
問
題
と
は
何

か
。

こ
れ

は

「
復
活
」
劇

に
限
ら
ず
、

『復
活
』
を
含

め
た
ト

ル
ス
ト
イ
文
学

の
全
体
像
、
あ
る
い
は
文
学
と
思
想
の
関
係
と

い
う

テ

ー

マ
と
し

て
論
ず
る
性
質

の
も

の
か
も
し
れ
な

い
が
、

こ
こ
で
は

『
復
活
』

の
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と
り
扱

い
方

に
焦

点
を
絞

っ
て
考
え
て
み
た

い
。

(注
22
)

多
田
道
太
郎
氏

の

「
「復
活
」
」
(昭
和
三
十
八
・
二
)
に
よ
れ
ば
、

「復
活
」
は
三

つ
の
部
分
、
と

い
お
う
か
層
と

い
お
う
か
ー

か
ら
成
り
た

っ
て
い
る
。
(中
略
)

ひ
と

つ
は

「
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
魂
」

で
あ
り
、

つ
ぎ

に

「
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の
意
識
」

で
あ
り
、

つ
ぎ

に
、
「
神

の
部
分

」
で
あ

る
。

/

素
朴
な
読
者
は
カ
チ

ュ
ー
シ

ャ
の
哀
憐

の
運
命

に
涙
す
る

で
あ
ろ
う
。

そ

し
て
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の
意
識

に
は
、

ロ
マ
ン
ス
の
背
景

て
い
ど

の
興
味
し

か
も
た
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ト

ル
ス
ト
イ

に
は
不
親
切
な
読
み
方

で
あ

る

が

小
説
の
読
者
と
し

て
ま
ち
が

っ
た
読

み
方

で
あ
る
と

は
い
え
な

い
。
な
ぜ

な
ら
、

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
運
命

の
み
が

小
説
と
し
て
は
か

っ
ち
り
ま
と
ま

っ

て
お
り
、
ま
た

そ
れ
が
全
編
を

つ
な
ぐ
赤

い
糸
だ
か
ら
で
あ

る
。
(後
略
)

と

い
う
よ
う
に
、
原
作

の
作
品
構

造
の
仕
組
み
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
論

に
従
え
ば
、

ト

ル
ス
ト
イ
に
対

す
る
親
切
な
読
み
方

と

「
素
朴
な
読
者
」

の
読

み
方

の
相

違
点
は
、

「
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の
意
識
」

の
と
り
扱

い
方

に
あ
る
と

い
う

の
で

あ
る
。

つ
ま
り
、

小
説
と
し
て
の

無
理

の
な
い

組

み
立

て
方

が
、

「
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
魂
」
か
ら

「全
編
を

つ
な
ぐ
赤
い
糸
」
を
紡
ぎ
出
す
点
に

あ

る
と
す
れ
ば
、
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の
存
在
は
そ

の

「
ロ
マ
ン
ス
の
背
景
て
い

ど
」

で
十
分

で
あ
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
実
は
、
有
島

の
観
劇
も
抱
月

の
脚

色
も
、

こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
基
本
的

な
態
度
と
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
し

か
七
、

そ
れ
は
ト

ル
ス
ト
イ
の
意
図

に
反

し
て
い
る
。
ト

ル
ス
ト
イ
は
あ
く
ま

で
も

「
「
カ
チ

ュ
ー
シ

ャ
の
魂
」

の
そ

の
傷

口
か
ら

「
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の
意

識
」
が
わ
め
き
な
が
ら
出

て
来
た
す
じ
み
ち
」

(同
上
)
を
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し

て
、

そ
れ
を

「神

の
部
分
」
と
照
応
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
人
間

の
生
き

方
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
後
者

の
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
フ
に
は
ト

ル
ス
ト
イ
自
身

の
思
想
が
賦
与

さ
れ

て
い
る
だ

け
で

「
客
観
的

真
実
性
」
が
な

い
と
い
う
意
味

の
、

ロ
マ
ン

・
ロ
ラ
ン
の
批
評
を
と

り
上
げ

て
、

多

田

氏

も

前
者

の
読
み
方

に
付

い
て
い
る
。
要
す

る
に
、
前
者

の
、

「
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の

魂
」
を
本

筋
と
し
た
物
語

に
小
説

の

「客
観
的
真
実

性
」
を
見
出
し
、
後
者

の

「
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の
意
識
」
は

小
説
と
し

て
は
余

計
な
も

の
だ
と
い
う
論
法

と
な
る
。

こ
れ
と
ま

っ
た
く
同
じ

こ
と
が

「
ア
ン
ナ

・
カ

レ
ー

ニ
ナ
』

の
場
合

に
も
見

ら
れ
る
。
有
島

は
、

こ
の
観
劇

か
ら
三
年
半
後

の
明
治

四
十
年
三
月

に
、

ロ
ン

ド
ン
か
ら
帰
国
す

る
船

の
中

で
こ
の
作
品

に
読
み
耽

り
、

ア
ン
ナ
に
は
強

い
関

心
を
寄
せ
て
い
る
が
、

レ
ー
ヴ

ィ
ン
に
対
し
て
は
極

め
て
冷
静
で
あ
る
。

レ
ビ

ン
は
、
国

の
財
政

に
立
入

っ
て
ゐ
る
し
、
そ
し
て
凡

て
が
、

平
凡

で
、

あ
り
ふ
れ
て
ゐ
る
。
作
者
自
身
は
よ
く
知

っ
て
ゐ
る
事

に
し

て
も
話
の
筋

に

深

い
関
係

の
な
い
事
実

に
深
入

り
す

る
こ
と
は
、

ト

ル
ス
ト
イ

の
い

つ
も

の

欠
点
だ
。
(同
・
三
・
十
五
)

(注
23
)

有
島
は
三
年
間

の
留
学
生
活

の
中

で
様

々
な
外
国
の
同
時
代

の
文
学

や
思
想

に
よ

っ
て
絶
大

な
影
響
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

レ
ー
ヴ

ィ
ン
の
行
動
を

(
注

24
)

「
話

の
筋

に
深

い
蘭

係

の
な

い
事
実
」
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
点

で
、
観
劇

の

感
想

の
次
元
と
の
間

に
は
何
ら

の
径
庭
も
見
ら
れ
な
い
。
不

思
議
な
ほ
ど
で
あ

る
。わ
た
し
は
、

ト
ル
ス
ト
イ
が
こ
れ
ら

の
作
品
の
創
作
過
程

で
レ
ー
ヴ

ィ
ン
や

ネ
フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
を
組
み

こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
文
学
上

の
理
由
を
、

有
島

が
受
け
入

れ
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
と

こ
ろ
に
、

そ
の
リ

ア
リ
ズ
ム
の

原
質
を
見
せ

つ
け
ら
れ

る
思

い
が
す

る
。
前
述

の
よ
う
に
、
思
想
性

や
階
級
的

状
況

に
照
ら
し
て
も
、
有
島
は

こ
れ
ら
の
人
物

を
も

っ
と
も
よ
く
理

解
の
で
き

る
土
壌
を
培
養
し

つ
つ
あ

っ
た
は
ず

で
あ

る
が
、
文
学
上

の
享
受

の
段
階

で
す

で
に
そ
れ

に
対

し
て
否
定
的

に
し
か
反
応
し
え
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、
結
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局
両
者
を
分
裂

状
態

の
ま
ま

に
共
存

さ
せ

る
結
果
と
な

っ
た

こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
思
想
性
や
階
級
的
問

題
に
お

い
て
は
倫
理
的
志
向
性

の
強

い
現
実
的
判
断
力
を
原
理
と
し
、
文
学

に
お
い
て
は
宗
教
的

感
性

に
近

い

「
同

(注
25
)

情
」
を
評
価

の
基
準
と
す

る
。
し
か
も
、
前
者

は
後
者
を
保
持
す
る
安
全
弁

の

働
き
を
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
二
元
的
な
共
存
を
保

証
し

て
い
る
た
め
に
、
後
者

(注
26
)

は

「同
情
」

の
機
能

を
十
分

に
発
揮
で
き
る
と

い
う
仕
組
み

に
な

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、

そ
の
享
受

の
面
で

は

「
同
情
」

の
趣
く
ま
ま

に
、

○

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の

た
め
に

奔
走
す
る

ネ

フ
リ

ュ
ー

ド

ブ
は
、

「高
情
芳

志
」
以
上

に
明
確
な
輪
郭
を
見
せ
る
必
要
は
な
く
、
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
蘇
生

に
そ
れ
が
果

し
た
成
果
を
見
届
け
さ
え
す
れ
ば
、

そ
れ

で
十
分

で
あ

っ
た

の

で
あ
る
。

○

悲
劇
的

な
道
行
き
を
す
る

ア
ン
ナ
に
と

っ
て
、

キ
テ
ィ
が

い
な
け
れ
ば
、

い
か

に
悔
悟
し
て
も

レ
ー
ヴ

ィ
ン
の
姿

は
単
な
る
行

き
ず

り
の
人

に
過
ぎ

な

い
が
、
そ

の
レ
ー
ヴ

ィ
ン
と

の
照
応
が
ア
ン
ナ
に

「迷
子

の
天
使

」
(同
・
三
・

二
十
三
)

像
を
捜
し
当

て
る
契

機
と
な

っ
て
さ
え

い
れ
ば
、

そ
れ
で
十
分

で

あ

っ
た

の
で
あ
る
。

と
受
け
と
め
た
こ
と

に
な
る
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
、

こ
の
二

つ
の
感
想
を
要

約
す

る
に
当

っ
て
、

わ
ざ
と
同
じ

ス
タ
イ

ル
の
結
び
を
試

み
た
が
、
そ
れ
で
も

ほ
ぼ
正
確

に
要
約
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思

っ
て
い
る
。

つ
ま
り

こ
の
二

つ
の

作
品

に
関
し

て
は
、
有
島

の
思

い
入

れ
の
し
方
、
あ

る
い
は

「同
情
」

の
示
し

方

が
、

ネ
フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
や
レ
ー
ヴ

ィ
ン
を
過
小

評
価
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
や

ア
ン
ナ
を
大
き
く
引
き
立

て
る
と

い
う
点
で
、
同

一
の
パ
タ

ー
ン
と
な

っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
と
ま

っ
た
く
同

じ
発
想
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
先

の
、
佐

々
城
信

子

に
対

す
る
有
島

の
救
済
願
望
で
あ

る
。
森

の

「
素
願
」
(前
掲
)
成
就

に
共
感

し
て
は
い
る
が
、
有
島

の
願
望

は
信
仰

の
苦
悩

に
よ
る
宗
教
的
世
界

へ
の
憧
憬

に
強
く
動
機

づ
け
ら
れ

て
い
る
だ
け

に
、
信
子
に

つ
い
て
の
関
心
は
森

に
対

す

る
そ
れ
を
大
き
く
上
廻

っ
て

い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
有
島

は
信
子
を

カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
と
の
合
わ
せ
鏡
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
の
イ
メ

ー
ジ
を
さ
ら

に
確
か
な
も

の
と
し
た
の
で
あ
る
。

結

わ
た
し
は
、
有
島

の

「
復
活
」
劇

の

感

想

の
中

で
、

ネ
フ
リ

ュ
ー
ド

ブ
の

「改
革
家
」
と
し
て
の
側
面
が
ま

っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
、

逆
に
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
に
対
す

る

「
同
情
」

の
強
さ
を
浮
き
上
ら
せ
る
方
法
を
と

り
、

そ
れ
が
ひ

い
て
は
佐

々
城
信
子
に
対
す

る
救
済
願
望
と
表
裏

一
体
を

な
し

て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
。

そ
し

て
そ

こ
に
有
島

の
文
学
的
享
受

の
あ
り
方

と
リ

ア
リ
ズ

ム
の
原

質
が
あ

る
と

い
う

こ
と
を
、
思
想
性

・
階
級
的
状
況

の
問

題
と

の
照
応

の
中

で
結
論
づ
け
た
わ
け

で
あ
る
。
以
上

の
論
述
か
ら
結
論

へ
辿
る
道

程
は
、
ま
さ
し
く

「或

る
女
』
成
立

へ
の
第

一
歩

で
あ
る
が
、
す

で
に
成

立
要

件

が
様

々
な
か
た
ち
で
表
出
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

o

森

や
有
島
が
そ
れ
ぞ
れ

に
信
子

の

「其

ノ
外
部

ノ
附
着
物
」

や

「
堅
キ
頑

ナ
ミ

ル
皮
殻
」
を
除
去
し
打
破
す
る

こ
と
を
念
願
し

て
い
る

こ
と
。

○

信
子
を
中
心

に
据
え
る
限
り
に
お

い
て
森
も
有
島
も
宗
教
的

な
単

一
志
向

型

に
な

っ
て
い
る

こ
と
。

o

森

の

「素
願
」
以
上

に
有
島

の
救
済
願
望
が
強
調
さ
れ

て
い
る

こ
と
。

○

カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
変
容

・
蘇
生

の
イ
メ
ー
ジ

に
信
子

に
対
す
る
願
望
が
重

ね
合

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○

二
人

の
出
合

い
の
場
面
で
極

め
て
複
雑
な
反
応
を
見

せ
た
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
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に
対
す
る
ネ

フ
リ

ュ
ー
ド
ブ
の

「
高
情
芳
志
」
と
、

そ
れ

に
対
す

る
カ
チ

ュ

ー
シ
ャ
の
対
処

の
し
方

に
強
く
印

象
づ
け
ら
れ
た

こ
と
。

こ
れ
ら

の
事

柄
が

「或

る
女
」

の

は
る
か
な

原

風
景
と

な

っ
て

い
る
こ
と

は
、
も
は
や
否
定
す

べ
く
も
な

い
で
あ
ろ
う
。

(八
一
二

二
二

○
)

注

(
1
)
以
下
、
森
広
、
佐
々
城
信
子
な
ど
の
事
実

関
係

に

つ
い
て
は
、

山

田
昭
夫
氏

「
「
或
る
女
」

モ
デ

ル
た
ち
1
佐

々
城
信
子

・
浦
子

の
場
合

ー
」

(
「有
島
武
郎

・

姿
勢

と
軌

跡
」
昭
和
四
八

・
九
、
右
文
書
院
)
お
よ
び
、
同
氏

「
「
或
る
女

」
備
考
ー
森
広
資
料

ノ
ー
ト
」

(
藤
女
子
大
学

「
国
文
学
雑
誌
」
第

二
○
号
、
昭
和
五

一
・

一
二
)
に
よ

っ
た
。

(
2
)
有
島

が

「
復
活
」
を
読
ん
だ
と

い
う
資
料
が
な
い

の
で
、
そ
の
期
日
は
確
定

で
き

な
い
。

(
3
)

こ
れ
は
島
村

抱
月
が

ロ
ン
ド

ン
留
学
中

の
、
明
治
三
十
六
年
三
月
十
四
日
と
四
月

十
六

日
の
二

回

に
わ
た

っ
て
、
ヒ
ズ

・
マ
ジ

ェ
ス
テ

ィ
劇
場
公
演

の
、
H

・
B

・
ツ
リ
ー
、

L
よ
ア
シ

ュ
ウ

ェ

ル
共

演

「
復
活
」
を
観
劇

し
た
記

録

「
ツ
リ
ー
の

「
レ
サ

レ
ク

シ
ョ
ン
」
」

の
こ
と
で
あ

り
、

四

月

二
十
九
日
か
ら
五
月
三
十
日

に
か
け
て
、
H

・
バ
タ
イ

ユ
、
M

・
モ
ー
ト

ン
に
よ
る

「脚
本

復
活

」

(英

訳
)
を

参
照
し
て
　
き
上
げ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が

⊇
刷
小
説
」

に
発
表

さ
れ

た

の
は
、
有
島

が
渡

米
す
る
直
前

の
七
～
八
月
号

で
あ

っ
た
。

(
4
)
叢
文

閣
版
、
新

潮
社
版
、

改
造
社

版
と
も
、
Z
8
三
甘
α
o
{
と

な

っ
て
い
る
が
、
筑
摩
書
房
版

で
は
表
記

の

通
り

に

な

っ
て
い
る
。

ち
な
み

に
、

「
三
」

の

(
2
)

に
紹
介
し
た

「
〇
三
8

00
0

一)
亀

『
■
二
σ
`
器

」
で
は

Z
9

冒
三
区

o
睦

と
表
記

さ
れ

て
い
る
。
序

で
な

が
ら
、
女
囚

フ

ェ
ド

ー
シ
ア
が
先

の

「注

3
」

の
抱
月

の
表

記
で
は
セ
オ
ド
シ
ア
と
な

っ
て
い
る
。

「
三
」

の

(
2
〉

で
は
、
目
冒
8

島
8

冨

と
あ

る
。
ど

う
し

て

以
上
の
よ
う
な
表
記

の
揺
れ

が
で
て
き
た

の
か
、
明

確

に
で
き

な
い
。

(
5
)
「
注

3
」

の
抱
月

の
資
料

に
よ

う
た
が
、
「
三
」

の

(
2
)
で
、
閃
o
盤
「
>
o
冨

9
昌
島

℃
「o
ご
oロ
`
o

と
あ

る
、

序
幕
と
は
ど
こ
の
場

面
を
指
す
の
か
、
少

く
と
も
抱
月

の
資
料

に
は
、

そ
う

い
う
言
葉

は
見
当
ら

な
い
。

(
6
)

「注

3
」

の
抱
月
の
資
料

で
は
、

「
春

は
溶
け
ま
す
白
雪
が
」

で
始
ま
る
歌

の
こ
と
を
い
う
。

(
7
)
「
三
」

の

(
1
)

「
0
7
菖

oq
o

㎝
藍
5
島
魯
矯

■
「
ま
信
昌
●
」
の

「
〉
目

幻
>
O
弓
一○
Z

O
悶
↓
国
国

≦
-圏

閑
」

欄
に
は

「復
活

」
劇
を
艘
た

翌
日
の
夜

に
観
劇
し
た

「
O
o
ロ
韓
蔓

9

「
ご

に

つ
い
て

は
イ
リ
ノ
イ
座

で
上
演

さ
れ

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

(
8
)

「注

3
」

の
バ
タ
イ
ユ

・
モ
ー
ト
ン
の
脚
本
を
見
る
機
会

を
得
な
か

っ
た
の
で
、
具
体
的

に
は

ど

こ
の
場
面

で
の
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
の
セ
リ
フ
な

の
か
明
確

に
し
え
な
い
が
、
①
原
作

で
は
第

二
編

第

二
十
九
章

に
お
け
る
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
の
心
情
を
象
徴

し
た
言
葉
と
思
わ
れ
る
。
②
バ

タ
イ

ユ
の

脚
本

に
よ
る
再

脚
色

の
作
品

「
脚
本

復
活
」

(
大

三

・
三
、
新
潮
社
)
に
よ
れ
ば
、
第
四
幕

の

セ
リ

フ

「
一
ど
汚
れ

た

体
は
誰
れ
も

信
用
し

て
く
れ
な

い
」
あ
る

い
は

第

五
幕

の

同
じ

セ
リ

フ

コ

度
汚
れ
た
身
は
傍

が
そ
ん
な
事
を

さ
せ
ま
せ
ん
」
な
ど

に
当
る
も

の
か
。

(
9
)
原
文

で
は

「
ぎ

昏
o

ヨ
h寄
ヨ
陣
蔓

ζ
訪
ω

≦

9
一の
ゴ

乏
9
ω
1
巴
。。o

巴

ヨ
一冨

三
ρ

ゴ
①
「
㊦
x
ー

只

窃
ω
ヨ
oq
o
h
ζ
"
巴
o
毒

.。屡
α
8
冨

三

品

o自
ユ
①
hー
"

oロ
ユ
無

ω
o

匹
8
唱

芸
舞

け8

冨

竃
o
『
①

{①
≦
1
≦
器

8
8

ヨ
9

鴇

巴

惹

芸

碧
ユ
ω
二
〇
"
く
o
乙
9・
コ
8

0
h
9。
一;

ゴ
9

乏
3

①
x
8
ψ
凶く
o

o
『
`
b
づ
9
ε
「
"
ド
」
と
あ

る
。

(
10
)
明
治
三
十
六
年
七
月

二
十

二
日
の

日
記
に
は
、
内
村
鑑

三
の

言
葉
と
し
て

「
"
①
ψ
ロ
竃
o
o
二
〇
昌

ハ
肉
体
ノ
■
ナ
レ
匠

「
o
「
oq
ぞ
o
昌
①
ω
ω
o
h
ω
一コ

ト

ハ
霊
体

ノ
「
ナ
リ
」

と
あ
る
の
で
、

同
年
九

月

一
日
の

「初

メ

ハ
復
活

ノ
問
目
論
ゼ

ラ
レ
タ
リ
。
復
活

ハ
肉
体
ノ
形
式

ヲ
取
リ
タ
リ
ト
云

フ
事

実

ノ
、
信
仰

ノ
基
礎

ヲ
造

ル
ニ
必
要

ナ
リ

シ
カ
否
カ
ト
云

フ
「
是
ナ
リ
」
と
議
論
の
テ
ー

マ
も
内

村

の
影
響
に
よ
る
の
か
。

(
11
)
明
治

三
十
六
年

二
月

十
七

日
か
ら

「
ヨ

ハ
ネ
伝
」
を
精
読
し
は
じ
め
る
と

い
う
記
事
が
あ
る
、

そ
の

一
環
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
は
キ
リ

ス
ト

の
愛

に
つ
い
て
関
心
を
強
く
し
て

い
た
時
期

で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に

「
婦
人
」
と
あ
る

の
は
、

マ
グ
ダ
ラ

の

マ
リ

ア
の
こ
と
で
あ
る
。

(
12
)
拙
稿

「有

島
武
郎
-

明
治

三
十
六
年
九
月

一
日
の
日
記
を
中
心

に
=
」

(
日
本
キ
リ

ス
ト
教
文

学
会
編

「
罪
と
変
容
」
昭
和
五
四

・
四
、
笠
間
書
院
)

で
、
述

べ
た

こ
と
が
あ
る
。

(
13
)
拙
稿

「
有
島
武
郎

「
迷
路
」
の
た
め
の
ノ
ー
ト

(
一
)
1

と
く

に
ア
メ
リ
カ
留
学
前
後

の
信
仰

に
つ
い
て
=
」
(
「
北
九
州
大
学

閉
学
二
十

五
周
年
記
念
論
文
集
」
昭

四
七

・
一
二
)

に
お

い
て
、

信
仰

の
倫
理
化
の
過
程
を
論
じ
た
際

に
用
い
た
こ
と
ば

で
あ

る
。

(
14
)
抱
月
が

「
注

3
」

の
資
料
で
、
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
が
ネ
フ
リ

ュ
ー
ド
フ
を
愛
し

な
が
ら
、

シ
モ
ン

ソ
ン
と
結
婚
す
る
意
志
の
固
い
こ
と
を
聞
い
て
、

「
男
も
酪
然

と
し

て
悟
り
た

る
如
く
、
我
れ
今

に
し

て
始
め
て
世
に
大
い
な
る
務

め
の
あ
る
こ
と
を
知

れ
り
。
是

に
我

が
新
生

涯
は
開

け
た
り
と

い
ひ
ま
す
」
。
と
説
明
し
て
い
る
部
分
を
指
す
。

(
15
)
例
え
ば
、
鑓
田
研

一
氏
は
、

「

「
宣
言
」
解

説
」

に
お
い
て
、

「
裁
縫

に
通

つ
て
ゐ

る
村

の
娘

た
ち
が

「
宣
言
」
な
ど
を
挟

に
忍
ぱ
せ

て

持

つ
て
ゐ
る
よ
。
そ
し

て
A
の
気
持

は
ど
う

の
、
B

の

気
持
は
ど
う
の
と
真
面
目
に
批
評
し
合

つ
て
ゐ
る
よ
。

さ
う
い
ふ
娘

た
ち
は
大
低
高
等

小
学

を
卒

へ
た
程
度
の
教

宵
し
か
な
い
の
だ
が
、
大
体
判

つ
て
ゐ
る
ら
し
い
か
ら
、
え
ら

い
も

の
だ
。
」
/
山

形
県
の
田
舎

か
ら
上
京

し
た
男
が
こ
ん
な
話
を

し
て
聞
か
せ
た
、
と

い
ふ
記
事
が
大
正
十
年
頃

の
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雑
誌

「
女
学
世
界
」

に
出
た

こ
と
が
あ
る
。
」
(
「
武
郎
創
作
全

集
」
第

一
巻
、

昭
和
十

四

・
一
)

と
後
年

の
有
島

の
流
行
作
家
ぷ
り
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
16
)

コ
ル
チ

ャ
ー
ギ

ン
公
爵

の
娘
で
、
ネ

フ
リ

昌
ー
ド
フ
の
婚
約
者

で
あ

る
、

マ
ー
リ
ヤ

・
コ
ル
チ

ャ
ー
ギ

ナ
の
愛
称
。

(
17
)
○
ネ

フ
リ

ュ
=
ド

フ
と
裁
判
官
と
の
間

の
、

「無
事

の
彼
れ
を
罰
し
た

る
は
君
な
り
。
」
「
我

に

非
ず
法

律
な
り
。
」
な
ど
の
議

論
、
○

「
文

明
と

は
貧
民
を
増
加
す

る
こ
と
な
り
、
紳
士
淑
女
と
は

偽
菩
者

の
集
合

な
り
。」
0

「交
際
社
会

の
お
軽
簿

は
聞
く
も
身
振
ひ
な
り
。
猿
揮
間

に
で
も
行
く

方

が
勝

し
な
り
。」
な
ど
と
、
抱
月

は
や
や
郷
撞
し
た
調
子

で
記
録
し
て

い
る
。

(
B
)

「
星

け
る
屍
」

に
就
い
て

の
論
議
」
中

の

「
d
島
村

抱
月

に
訊
す
」

(大
六

・
一
一
・
二
〇

ー

「
小
山
内
薫
全
集
」
第

七
巻
、
、
複
刻

版
、
昭

五
○

・
二
=
)

に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
木
村
毅
氏

も

「
ド
ゥ
ホ
ポ
=
ル
教
徒

の
話
」

(昭
和
五
四

・
四
、
恒
文
社
、
復
刻
版
)
に
お

い
て
、
抱
月
の

脚
色

の
し
方

を

「
ω
ロ
ロq
碧

0
8

8
匹
」
と
批
判
し

て
い
る
。

(
19
)
「
島
村

抱
月
年
譜
」

(佐
渡
谷
重
信
氏

「
抱
月
島
村
瀧
太
郎

論
」
昭
五
五

・
一
○
、
明
治
書
院
)

に
よ
る
。

(
20
)
山

田
昭
夫
氏

「
有
島
武
郎

の
精
禅
史

の
問
魎
」

(
「
注

-
」

の
同
氏
著
書

)
に
よ
る
。

(
21
)

こ
の
こ
と
は
、

ト
ル
ス
ト
イ
が

そ
の
救
済

の
た
め

に

「
復
活
」

の
印
税
を
す

べ
て

つ
ぎ
こ
ん
だ

と

い
わ
れ
る
ド

ゥ
ホ
ポ
ー

ル
教
徒

へ
の
関
心

(
「
ク

ロ
=
ポ
ト
キ

ン
」
大
正
五

・
七

「
新
潮
」
ほ

か
)
に
も

つ
な
が

っ
て

い
る
。

「
注

18
」

の
木
村
氏
の
著
書
に
詳
し

い
。

(
認
)

「
文
芸
読
本

ト

ル
ス
ト
イ
」

(
昭
和

55

・
-
、
河
出
書
房
)
所
収
。

(
%
)
山
田

.
内
田
共
編

「
有
島
武
郎

下
」

(
近
代
文
学
資
料
10
、
昭
五
○

・
六
、
桜
楓
社
)
所
収

の

「
有
島
武
郎
年
譜

」
に
よ
れ
ば
、

エ
マ
ー

ス
ン
、
ブ

ラ
ン
デ
ス
、

ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
、
カ

ウ
ッ
キ

ー
、

エ
ン
ゲ

ル
ス
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
、

イ
プ
セ

ン
、
ト

ル
ス
ト
イ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
、

ク

ロ
ポ
ト
キ

ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
鋭
)
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
拙

稿

「
「
レ
ー
ヴ

ィ
ン
」
と

い
う
人
物

」

(
「
日
本
文
学

」
昭

和
五

一
・
五
)
に
も
簡
単

に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

(
お
)
安

川
定

男
氏

「有
島
武
郎
論
」

(昭
四

二

・
一
一
、
明
治
書
院
)
所
収

の
う
ち
と
く

に
第

一
部

「作
家
前

史
=
思
想

の
形
成
1
」

に
よ
る
。

(
26
)
有
島

は
後

に
、
前
者

と
後
者
を
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン
の

「
草

の
葉
」

に
よ
る

「
ロ
=

フ
ァ
ー
」
的

思
想

で
統

一
し

よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は

こ
の
二
元
的
関
係
を
救
い
上
げ
る
と

い
う
よ
り
も
、
か

え

っ
て
抽
象
化
し
理
念
化
す
る
結
果
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

追
記
ー
こ
の
稿
を
成
す
に
当

っ
て
、
H
・
バ
タ
イ
ユ
・
M
・
モ
ー
ト
ン
の

「胸
本

復
活
」
を
見
る
機

会
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
に
完
成
を
期
し
た
い
。

な
お
、
抱
月
関
係
賓
料
の
借
覧
を
許
し
て
下
さ

っ
た
本
学
助
教
授
瓜
生
清
氏
に
、
ま
た

「復
活
」

劇
の
シ
カ
ゴ
公
演
に
関
す
る
新
聞
そ
の
他
の
資
料
を
収
集
し
て
く
れ

た

A
・
L
・
O
霞
彗

君

に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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